
2025 年度 講座・出前授業報告書 No.33 

 

開催日 

時 
2025年 12月 16（火） 開始時間 10:30   終了時間 12:25 

開催場所 串川小学校 

実施内容  ビタミンＣが多いものは？  
学年、組、等 6年正   

参加児童数計 

児童数 
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

25名 3名     25名 

スタッフ 6名 実施機関スタッフ  ２名  

１ 概要 

 「ビタミン Cが多いものは？」の講座は受講希望が多く、今年度 10回を予定している。串川小学校は 8回

目に当たる。 

当会ではこれまでに PPTをはじめに各種資料の見直し、試薬・試料などの改善を重ねながら今日がある。 

講座では身近にある果物や野菜を対象にビタミン Cの含有量を測定して、世の中で喧伝されていることを疑

ってみて、自分で調べ理解することの重要性をここで学習することに注力している。 

そのためには、レモン汁、ピーマン汁などの採取に関しても素材の購入からスリおろし方法などにもこだわり

を持って理科実験の本質を見失わないことに努めた。 

授業に余裕があれば、この実験に至るまでの背景も児童に伝える大事な要素かもしれない。 

２ 実施内容 

 講座開始に先立って、スッタフは実験部材の準備や試料の提供準備を行う。受講児童の数に比例して事前準

備の負荷がかかるが、串川小学校では 25名の児童を 5班に分散してスッタフを各班に 1名配置し、順調に進

捗した。説明役（リーダー）は PPTを使ってビタミン Cの働きや、関わる栄養素やエピソードを展開。ビタミ

ン Cの印象を記録、実験手法の説明をおこなって実験を開始。6種類の資料を班ごとに滴下回数を記録するこ

とにした。終了後に出そろった滴下数の表をリーダーの指導下で比較分析して。知識や予測と実験結果が相違

している点を認識した。 

３ 良かった点 

➀“ビタミン Cと言えばレモン”の先入観が間違っていたことを知り得たこと、赤パプリカがビタミン Cを

一番多く含んでいる意外な結果得られてたことなどで、“世の中の喧伝には注意しよう”のメッセ-ジが児

童には伝わったと思う。    

②各班から出た滴下の数値が違うのは変色の判断に差がある事を知った。ばらつきがある事など理科の実験

の本質を少しでも理解できたならば幸いだ。 

③赤パプリカにビタミン Cが多く含まれることは他の授業で聞いていたが、今回の実験でそれが確認されて

嬉しかった、との感想。児童が自分の手で確認できたことに大きな成果を感じた。 

④実験でピーマンにもビタミン Cが含まれていることを知った児童には、大事な新しい発見だったこと。 

４、課題点など 

 ➀今回、丸ごとレモンのスリおろしに電動ミキサーを使用した。ミキサーを使うことでレモン汁の変性が懸

念されたが、特異な現象は見当たらなかった。 

②まれに見るざわついた授業になった。しかしながら、その状況下でも新しい発見をした児童が多くいたこ

とに救われた気がする。児童がもっと落ち着いて授業が受けられるような環境作りも必要で、学校の先生

方や経験者のご協力も頂いて改善を試みたい。 

③終了後に、多くの児童からスタッフにお礼の挨拶があったことも付記します。以上 

 

 

 

 

 

 

 


